
ふれあいトーク記録書 （ 岩倉市議会「きてちょ～議会報告会」 ） 

 

開催日時： 令和８年４月１８日（土）午前１０時～１１時３０分  

場  所： 消防署 ２階 大会議室 

参加人数： 参加者：９人 

議員：須藤、谷平、梅村、片岡、鬼頭、水野、堀江、大野、日比野、井上、伊藤、関戸、塚﨑、木村、桝谷  

次  第： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録者： 

１．開会あいさつ 市議会議長 須藤智子 

２．議員自己紹介 

３．議会からの報告 

  ①財務常任委員会から令和８年度予算の概要と５つの新規・主要事業（五条川小学校区統合保育園整備事業、スマー 

  トインターチェンジ整備事業、石仏公園整備事業、衛星を活用した漏水調査業務、学校給食費支援事業）の説明と 

  質疑内容の報告 

  ②総務・産業建設常任委員会から行政視察の報告 

  ③厚生・文教常任委員会から行政視察及び公の施設等の使用料の額等を改正する条例改正の質疑内容の報告 

４．質疑及び意見交換 

５．閉会あいさつ 市議会副議長 谷平敬子 

木村 

 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

繰入金と繰越金の違いについ

て 

・歳入のうち、繰入金と繰越金はそれぞれどういうもの

なのか。 

・繰入金は主に基金からから繰り入れるも

の、繰越金は前年度の剰余金から繰り入

れるものである。 



下水道管の老朽化対策につい

て 

・昨年、埼玉県八潮市で巨大な下水道管の老朽化による

道路陥没事故が起きたが、本市の状況と対策はどう

か。 

 

・減価償却による引当金を積み立てるなど、修繕費の財

源確保が必要ではないか。 

・全国一斉に点検が行われたが、本市の下

水道管は耐用年数 50 年を超えるものは

なく、八潮市のような巨大な管も通って

いない。 

・修繕費の財源は一定積み立てているが、

十分ではない。 

議会の行政視察への職員の同

行について 

・議会で行う行政視察に職員も連れて行ってはどうか。

議員だけの視察では施策の実現は困難ではないか。 

・以前、同行を要望したことがあるが、実

現していない。 

公共施設の防火管理者につい

て 

・行政区が指定管理者として管理している公共施設の

防火管理者について、名前だけという実態ではない

か。 

（参加した市民からも行政区で避難訓練等を行ってい

る事例が紹介された。） 

・避難訓練や防火カーテンの設置、防火扉

の点検などを行っている行政区もある。

全体に広げていく必要がある。 

厚生・文教常任委員会の岡山県

総社市の行政視察について 

・英語教育の特区について、視察に至った経緯はどう

か。人口減少のもとで、本市でも幼児から中学校まで

一貫教育の方向性はあるのか。 

 

・人口減少をグローバルな視点で解決して

いく取組で参考になると考えた。 

・総社市では、障がい者雇用の推進につい

ても視察したかったが、視察は１項目だ

けということで叶わなかった。 

視察報告における「障害」とい

う表記について 

・視察報告で「障害」と表記してあるが、現在は「障が

い」と表記するのが一般的ではないか。 

・ご意見は理解するが、公文書や法律、ま

た視察先の表記に合わせた記載にした。 

スマートインターチェンジ整

備における遺跡調査について 

・スマートインターチェンジの整備区域の遺跡調査は

やらないのか。一宮市との協議はどうなっているか。 

・正式には決まっていないが、岩倉市の区

域は包蔵地でないため、埋蔵文化財の調

査はやらない方向である。 



自主財源の比率の低下につい

て 

・歳入の内訳をみると自主財源の比率が低下している

が心配はないか。石仏公園の周辺など、マスタープラ

ンの中で宅地化を進めるべきではなかったか。 

・市税収入は増えているということをはっきり示した

ほうがよい。 

・歳入全体の対前年度比だけでなく、項目別の対前年度

比が分かる資料を提示してほしい。 

・企業誘致による固定資産税の税収増はいつからか。 

 

・自主財源が減少すると財源の安定性や自

由度がなくなる。自主財源の比率は低下

しているが、市税収入は増えている。 

 

 

 

 

・３年間の奨励金なので、もう少し先にな

る。 

スマートインターチェンジ整

備ついて 

・スマートインターチェンジ整備に関して議会として

の関わりはないのか。下りが岩倉市、上りが一宮市と

いう認識でよいか。 

・特に関わりはない。下りの接続道路の整

備を岩倉市が担当する。 

行政区の役員の担い手不足に

ついて 

・行政区や町内会の役員の担い手が不足しているが、市

からの報酬や補助金を増やしてはどうか。他市町で

は１世帯当たりの補助金を大幅に増やしたところも

ある。 

（参加した市民から本市の区長謝礼が月約１万円、区

長代理者謝礼が月約５千円、行政区補助金が１世帯

当たり１７０円であることが紹介された。） 

・区長会から正式に申し入れがあれば検討

されると思う。 

新しい行政用語について ・最近、行政用語として「シビックプライド」や「ウェ

ルビーイング」という言葉がよく使われているが、言

葉の意味や内容をしっかり周知すべきではないか。 

・周知が必要である。 

先進事例の紹介について ・今回の議会報告会の案内に先進事例の紹介とあった

が、行政視察の報告だけなのか。 

・行政視察の報告のことである。 

 


